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【プレイロット】
屋根付きの半室内のような中庭。近年の猛暑も考

慮した日当たりを抑えた空間。

【駐車場】
約40台駐車が可能な駐車場。雨天時にはソーラー

パネルが設置された屋根が雨よけになる。

【プール】
屋根付きの屋外プールで天候を気にせず水遊びを

楽しむことができる。

【遊具】
すべり台やブランコ、ジャングルジムなど子ども

の好奇心をくすぐる遊具を多数設置。

【絵本コーナー】
木の香りがする絵本コーナーを設置。好奇心をく

すぐる秘密基地のような場所を意識した。

【プレイルーム】
１・２階にそれぞれ配置され、雨の日でも室内で

のびのびと体を動かすことができる。

【保育室】
シンプルな間取りの明るい保育室。各部屋に手洗

い場も備え衛生環境を整えている。

写真協力：中村啓太郎／建築写

【勝間田保育園新園舎完成‼】
　令和６年３月に着工した勝間田保育園の園舎新築工事が完了しました。7,073㎡の広々とした敷
地には、採光と安全に配慮した明るい園舎のほか、子どもたちが目一杯遊べるグラウンドや遊具、
プールなども設置されました。
　８月17日に行われた落成式では、水嶋町長が「素晴らしい保育施設が出来上がったと思う。今
後も保護者の期待に応えられるよう、子どもたちの健やかな成長のために保育を提供していきたい」
と述べました。その後の一般向けの内覧会には、町内外から約1,000名が来場。お子さんが勝間田
保育園に通う保護者の一人は「きれいな園舎に自分の子どもが通えて嬉しく思う。園での生活が子
どもの記憶に残ってくれれば」と話されていました。
　定員規模は、現在と同じ200人で９月１日には新園舎での保育が開始されます。
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第44回勝央町金時祭
10月12日㈰　勝央文化ホール・図書館周辺

　

勝
央
音
頭
保
存
会
で
は
、
金
時

祭
で
、
ふ
る
さ
と
総
踊
り
と
題

し
、「
き
ん
と
く
ん
サ
ン
バ
」や「
四

ツ
拍
子
」
な
ど
の
踊
り
を
披
露
し

ま
す
。

　

総
踊
り
で
は
、
一
人
で
も
多
く

の
人
と
一
緒
に
踊
り
を
楽
し
み
た

い
と
い
う
思
い
を
込
め
て
踊
り
ま

す
。

　

ぜ
ひ
、
金
時
祭
に
お
越
し
い
た

だ
き
、
踊
り
で
、
手
拍
子
で
、
会

場
を
一
緒
に
盛
り
上
げ
ま
し
ょ

う
！

▼
日　

時
（
ふ
る
さ
と
総
踊
り
）

　

10
月
12
日
㈰

　

10
時
55
分
～
11
時
45
分（
予
定
）

▼
場　

所

　

勝
央
文
化
ホ
ー
ル

　

図
書
館
周
辺

　

野
外
特
設
ス
テ
ー
ジ

※
事
前
申
込
み
な
ど
は
不
要
で

す
。

　

今
年
の
メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ
は
、
ド
ラ
え

も
ん
の
ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
ー
を
開
催
。
ド
ラ

え
も
ん
た
ち
と
一
緒
に
楽
し
い
思
い
出
を

つ
く
ろ
う
！

　

ま
た
、
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
世
界
大
会
の

最
高
賞
を
受
賞
し
た
野
村
昌
子
氏
に
よ
る

ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
ー
や
ス
ト
リ
ー
ト
マ
ジ
ッ

ク
を
得
意
と
す
る
Ｄ
Ｂ
Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｗ
氏
に
よ

る
ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

　

他
に
も
勝
央
音
頭
保
存
会
に
よ
る
ふ
る

さ
と
総
踊
り
、
金
時
太
鼓
保
存
会
に
よ
る

ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
ー
、
な
の
は
な
フ
ァ
ミ

リ
ー
に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
、
世
代
を

超
え
て
楽
し
め
る
ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
ー
を
ぜ

ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
詳
細
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
広
報
紙
10
月
号

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
日　

時

　

10
月
12
日
㈰

　

９
時
～
15
時
30
分
（
予
定
）

▼
場　

所

　

勝
央
文
化
ホ
ー
ル

　

図
書
館
周
辺

　

野
外
特
設
ス
テ
ー
ジ

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

勝
央
町
金
時
祭
実
行
委
員
会
事
務
局

（
産
業
建
設
部
内
）

　

☎
38
―
３
１
１
２

第44回勝央町金時祭を10月12日㈰に勝央文化ホール・図書館周辺を会場に盛大に開催します。

子どもから大人まで楽しめる金時祭に皆さんぜひお誘いあわせの上お越しください。

勝
央
音
頭
保
存
会

ふ
る
さ
と
総
踊
り

み
ん
な
で
踊
り
を

盛
り
上
げ
ま
せ
ん
か
!?

バルーンアート
（野村昌子）

マジックショー
（DBSHOW!!!!）

※諸般の事情により、時間・内容が変更となる場合があります。
※他のお客さまの写り込みにご配慮いただけますようお願いします。
　第三者の写り込みがあった場合、その写真をSNSやインタ-ネットへ掲載することはお控え

ください。

ステージイベント【会場特設ステージ】
観覧無料

9：00〜
10：00

金時オープニングパレード・
式典

10：00〜
10：15 ウエルカム演奏

10：20〜
10：50 バルーンアートショー

10：55〜
11：45

きんとくんサンバ・
ふるさと総踊り

11：50〜
12：20 ドラえもんショー①

12：40〜
13：20 なのはなファミリーコンサート

13：25〜
14：05 金時太鼓

14：10〜
14：40 マジックショー

14：45〜
15：15 ドラえもんショー②

15：20〜
15：30 金時餅投げ

※イベント内容・時間は予告なく変更になる
場合がございます。

１回目　11:50〜
２回目　14:45〜観覧無料

令和７年

国勢調査の実施について
■問　総務部　☎38-3111

　今年は、５年に１度の国勢調査の実施年です。国勢調査は、５年ごとに行われる最も重要な統計調査
で、日本に住んでいるすべての人を対象に、普段住んでいる市町村で回答していただくものです。
　調査の結果は、国や都道府県、市区町村の行政の基礎資料とし、社会福祉、雇用対策、生活環境の整
備など幅広い分野で、住みよいまちづくりのために活用されます。
　町内の皆さまのご理解とご協力をお願いします。

news

お知らせ

　９月中旬から調査員が各ご家庭を訪問し、調査
の趣旨などを説明し、調査書類の配布を行います。
※ご不在の場合は、郵便受け・ドアポストなどに

入れさせていただく場合があります。

　郵送かインターネットでの回答をお願いします。

　10月８日㈬
※10月17日㈮を過ぎても回答がない場合、再度

調査員が訪問し、調査票の回収や回答のお願い
に伺います。

◆　調査書類の配布について　◆

◆　回答方法　◆

◆　回答期限　◆

個人情報保護のため、

ホームページ上では掲載しておりません。

2025.9月号 42025.9月号5



　令和４年から改修工事を行っていた旧勝田郡役
所庁舎が「勝央ふるさとミュージアム」の名称で
７月19日、リニューアルオープンしました。こ
の建物は、国登録有形文化財にも指定されている
明治45年に建てられた擬洋風建築の建物です。
　この日は、関係者ら約40人が集まってオープ
ニングセレモニーが開かれ、テープカットをして
開館を祝いました。
　セレモニー後には一般開放され、多くの来場者
が訪れました。来場者は「トンガリ屋根の貴重な
建物の見学と町の歴史を知る展示を見ることが出
来た」と話されていました。
　館内にはギャラリーや多目的室といった、地域
住民の作品発表や交流のスペースも用意されてお
り、秋以降に貸館を開始する予定です。

　町は、今後の
まちづくりに若
者の意見を反映
さ せ よ う と、
中 高 生 ワ ー ク
ショップ「みん
なでつくる！未
来まちアイデア
会議」を７月28日、総合保健福祉センターで開
催しました。これは、町の将来像の基本になる振
興計画の改定に向け、町内の中高生と大学生ら
11人で「理想のまち」などについて話し合いを
行ったものです。
　２グループに分かれて行われたワークでは、主
に大学生が進行役を務め、町の「好きなところ
は？」「モヤモヤしているところは？」などの意
見を活発に出し合いました。
　最後は、グループの代表者が発表を行い「お祭
りが好きなので今後も残して欲しい」「商業施設
を誘致して子どもが楽しめる場を作ってほしい」
などと町への提言を行いました。

町の歴史を伝える

みんなでつくる未来のために

勝央ふるさとミュージアムオープン

中高生ワークショップを開催

▲展示を見学する関係者ら

▲活発に意見を出し合う参加者ら

　勝間田の権代絹子さんが７月15日、100歳の
誕生日を迎えられ、町からお祝いが贈られました。
　大正14年、７人きょうだいの３番目として津
山市河辺で生まれ、20歳で結婚してから勝央町
へ移り住みました。その後、二子に恵まれ、給食
調理員や用務員として保育園や役場でお勤めをさ
れていました。また、農作業にも精力的に汗を流
し、一生懸命働かれていたそうです。
　薬剤師のお孫さんによると長寿の秘訣は「若い
ころからよく働き、何でもよく食べていたことだ
と思う」と話されていました。
　７月15日現在、町内の100歳以上の人は権代
さんを含め16名（女性14名、男性２名）です。

　７月21日、「第54回美作地区スポーツ少年団
柔剣道大会」が勝央町武道館などで行われ、町内
外の小中学生約350人が参加しました。武道館で
行われた柔道の部の開会式では、勝央中学校の根
本拓夢さん（植月中）が「日頃の稽古の成果を十
分に発揮し、正々堂々戦うことを誓います」と選
手宣誓を行いました。
　その後、各会場で熱い戦いを繰り広げ、柔道の
部では勝央中学校が、剣道の部でも養徳館道場が
小学生・中学生の部でともに団体３位入賞を果た
すなど、日頃の稽古の成果を発揮しました。大会
では駆け付けた保護者らからも大きな声援が送ら
れました。
　大会結果
の詳細につ
い て は16
ページでご
紹介してい
ます。

日ごろの鍛錬競い合う

美作地区スポーツ少年団柔剣道大会

▲ご家族に囲まれる権代さん

▲激しい攻防を繰り広げる選手ら（剣道の部）

100歳おめでとうございます
いつまでもお元気で

権代　絹子さん（勝間田）

　 ８ 月11日、 勝
央図書館などを会
場に「本と楽しむ」
をテーマにした体
験イベント「勝央
図書館フェスティ
バル」が開催され
ました。このイベ
ントは、参加者に
読 書 へ の 関 心 を
持ってもらおうと
勝央図書館が開催
したものです。
　イベントには、
未就学児から小学
生までの子どもと
その保護者ら約100人が参加。オリジナルの図書
館バックの制作や外国のボードゲームを楽しむ
コーナーなどが設けられました。
　図書館バックの制作コーナーの参加者は「いろ
いろな体験があって楽しむことができた。今度か
ら自作のバックで図書館を訪れたい」と話されて
いました。

　「社会を明る
くする運動」は
す べ て の 国 民
が、犯罪・非行
の防止と立ち直
り の 支 援 に つ
いての理解を深
め、それぞれの立場にで力を合わせ、明るい地域
社会を築くための全国的な運動です。昭和26年
に始まり、今年で75回目を迎えました。７月５
日、かつた市民センターで内閣総理大臣からの
メッセージ伝達式があり、勝英地区を代表し水嶋
町長がメッセージを受け取りました。また、今回
は京都少年鑑別所の精神科医の定本ゆきこ先生を
講師として『大人が変われば子どもが変わる』－
非行に走る少年の行動を理解する－をテーマに記
念講演会が行われました。「少年非行は社会のゆ
がみを映し出す鏡であり、大人は子どもたちの行
動によって、現代社会の抱える問題を知る。非行
にはそれなりの理由があるため、少年をよく理解
することが正しい支援につながる」などと話され
ていました。

楽しみながら図書に親しむ

大人が変われば子どもが変わる

勝央図書館フェスティバル

第75回社会を明るくする運動勝英地区推進大会

▲野菜のスタンプを使ってデザインする
参加者

▲講演する定本先生

　８月１日、公民館を会場に初心者向けの手話
ワークショップが行われました。これは、公民館
講座「手話で話そう」のメンバーが初心者にも手
話に触れる機会を作ろうと企画したもので、講師
として手話エンターテイメント集団「ｏｉｏｉ（オ
イオイ）」が招かれました。
　会場には、手話初心者を中心に約40人が集ま
り、基本的な手話やろう者との向き合い方などの
指導を受けました。指導に訪れたｏｉｏｉの岡崎
さんと中川さんは、漫才調のユーモアあふれる掛
け合いで会場を盛り上げていました。
　初めて手話を学んだ参加者からは「手の動きに
加えて表情が大事なことが分かった。手話を学ぶ
ことで世界を広げていけたら」と話されていまし
た。

　町と姉妹縁組を結ぶ静岡県小山町との交流事業
の一環として、町内中学生10名が富士登山にチャ
レンジする小山町交流「富士登山」が、８月５日
から３日間の行程で行われました。
　５日早朝、保護者に見送られながら出発した生
徒らは、その日のうちに富士山五合目（小山町・
須走口）に到着し、まずは宿泊地の山小屋（六合
目）を目指しました。山小屋で一泊し、翌朝３時
30分に出発した生徒らは、疲労にも負けずお互
い励まし合いながら９時20分、ついに日本一の
頂に到達しました。
　翌７日には、ボランティアガイドの説明による
富士山学習や冨士浅間神社への訪問を行いまし
た。富士山の
雄大さや登山
の厳しさや身
をもって体験
し、とても充
実した３日間
になったよう
でした。

手話で世界を広げよう

姉妹町小山町へ

初心者向け手話ワークショップを開催

町内中学生が富士登山チャレンジ

▲体を大きく動かしながら手話を学ぶ

▲６合目からご来光を望む生徒ら
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募
集

お知らせのページ

役場への電話・メール
総務部（☎38－3111）
　soumu

@town.shoo.okayama.jp

産業建設部
　農業・林業・農業委員会

（☎38－3112）
　sangyou

@town.shoo.okayama.jp
　土木・都市計画

（☎38－3113）
　kensetsu

@town.shoo.okayama.jp

税務住民部
　税　　務（☎38－3114）
　zeimu

@town.shoo.okayama.jp
　国　　保（☎38－3115）
　iryou

@town.shoo.okayama.jp
　戸籍・年金（☎38－3116）
　choumin

@town.shoo.okayama.jp

健康福祉部（☎38－7102）
　福　祉
　fukushi

@town.shoo.okayama.jp
　保健・環境
　kankyouhoken

@town.shoo.okayama.jp

こども未来室（☎38－1192）

上下水道部（☎38－3117）
　上　水
　suidou

@town.shoo.okayama.jp
　下　水
　gesuidou

@town.shoo.okayama.jp

出納室（☎38－1751）
　suitou

@town.shoo.okayama.jp

教育委員会 教育振興部
　学校教育（☎38－1752）
　gakuji

@town.shoo.okayama.jp

　社会教育（☎38－1753）
　syakaikyouiku

@town.shoo.okayama.jp

議会事務局（☎38－1754）
　gikai@town.shoo.okayama.jp

勝央町メール配信
サービス（防災・
行政情報など）
※最初に空メールを送信

　物価高騰に伴う家庭および事業者などへの支援として令和７年７月から８月利用分の上
水道基本料金を減免します。減免については、使用者からの申し込み手続きは必要ありま
せん。
▶対 象 者　勝央町上水道の全ての使用者
▶減 免 額　基本料金10㎥まで（２カ月）3,300円（税込）
　　　　　※水道基本料金の超過分及び下水道使用料は減免対象外です。
▶対象期間　９月請求分（７月・８月使用分）検針日：８月下旬
　　　　　※11月請求分以降の減免はありません。
▶問い合わせ先
　上下水道部　☎38－3117

　９月15日㈪・23日㈫は休日でごみ収集をお休
みするため、15日㈪は17日㈬に、23日㈫は24
日㈬に振替収集を行います。
　適切な分別を行い、可燃ごみの減量にご協力く
ださい。
　なお、ごみは各地区の決まった時間内にそれぞ
れの収集場所に出してください。
▶問い合わせ先
　健康福祉部　☎38－7102

ごみ分別アプリ
「さんあ～る」

空
き
家
無
料
相
談
会

（
要
予
約
）

防
災
士
資
格
取
得
費
用
補
助
の

お
知
ら
せ

勝
央
町
教
育
・

子
育
て
相
談

　

空
き
家
問
題
で
お
困
り
の
人
向

け
の
相
談
会
で
す
。
不
動
産
・
登

記
・
相
続
の
相
談
に
宅
地
建
物
取

引
士
、
司
法
書
士
の
各
専
門
家
が

対
応
し
ま
す
。

▼
日　

時

　

９
月
13
日
㈯

　

10
時
～
13
時

▼
場　

所

　

役
場
２
階
会
議
室

▼
相
談
員

　

司
法
書
士
、
不
動
産
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
マ
ス
タ
ー
（
宅
地
建

物
取
引
士
）
各
１
人

▼
相
談
料

　

無
料

▼
定　

員

　

先
着
６
人
（
１
人
30
分
程
度
）

▼
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　
（
一
社
）岡
山
住
ま
い
と
暮
ら
し

の
相
談
セ
ン
タ
ー

　

防
災
士
は
、
社
会
の
さ
ま
ざ
ま

な
場
で
減
災
と
社
会
の
防
災
力
向

上
の
た
め
の
活
動
が
期
待
さ
れ
、

そ
の
た
め
の
十
分
な
意
識
・
知

識
・
技
能
を
有
す
る
も
の
と
し

て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
防
災
士
機

構
が
認
定
し
た
人
た
ち
で
す
。

　

町
の
防
災
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

に
登
録
し
、
町
の
防
災
事
業
で
積

極
的
に
活
動
で
き
る
防
災
士
を
養

成
す
る
た
め
、
資
格
取
得
に
必
要

な
講
座
の
受
講
料
な
ど
の
費
用
を

補
助
し
ま
す
。

▼
講
座
開
催
日

　

11
月
１
日
㈯
・
２
日
㈰

▼
場　

所

　

百
花
プ
ラ
ザ

　
（
岡
山
市
東
区
西
大
寺
南

１
丁
目
２
ー
３
）

　

勝
央
町
で
は
、
青
少
年
や
そ
の

保
護
者
、
家
族
の
皆
さ
ん
が
教

育
・
子
育
て
に
つ
い
て
悩
み
や
不

安
を
相
談
で
き
る
窓
口
と
し
て
教

育
相
談
員
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

　

教
育
相
談
員
は
勝
央
町
教
育
委

員
会
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
、
身
近
で

気
軽
に
相
談
で
き
る
地
域
の
皆
さ

ん
で
す
。
安
心
し
て
お
越
し
く
だ

さ
い
。

●
教
育
相
談
員
は
、
青
少
年
や
保

護
者
、
家
族
の
皆
さ
ん
か
ら
の

ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

☎
０
８
６
ー２

０
６
ー
５
５
８
１

　

総
務
部
元
気
な
ま
ち
推
進
室

　

☎
38
ー
３
１
１
１

▼
補
助
対
象
費
用

　

防
災
士
資
格
取
得
講
座
受
講

料
、
資
格
取
得
試
験
受
験
料
、

防
災
士
登
録
料
、
交
通
費
（
条

件
あ
り
）、宿
泊
費（
条
件
あ
り
）

▼
定　

員

　

５
人

▼
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
部

　

☎
38
ー
３
１
１
１

　
　
「
友
だ
ち
の
こ
と
で
困
っ
て

い
る
」「
い
じ
め
ら
れ
て
い
る
」

「
学
校
に
行
け
な
い
」「
子
育

て
を
す
る
う
え
で
ど
う
対
応
す

れ
ば
い
い
か
悩
ん
で
い
る
」
な

ど
、
人
と
話
が
し
に
く
い
悩

み
、
不
安
や
困
り
ご
と
な
ど
幅

広
い
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。

●
相
談
内
容
に
つ
い
て
は
、
固
く

秘
密
を
守
り
ま
す
の
で
、
安
心

し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
　

じ
っ
く
り
話
を
お
聞
き
し
、

改
善
、
解
決
に
向
け
て
一
緒
に

考
え
て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
、

相
談
を
継
続
し
て
行
う
こ
と
や

専
門
の
相
談
機
関
の
ご
紹
介
も

で
き
ま
す
。

▼
教
育
相
談
員
（
敬
称
略
）

　

粟
井　

健
治　
　

佐
桒　

信
也

　

景
山　

直
哉　
　

竹
久　

貞
子

　

田
中　

和
子　
　

山
下　

良
美

　

山
本
ま
つ
代

（
令
和
７
年
５
月
13
日
現
在)

▼
相
談
方
法

①
相
談
し
た
い
こ
と
が
あ
れ
ば
、

随
時
、
電
話
を
受
け
、
相
談
日

を
設
定
し
ま
す
。

　
【
電
話
内
容
】

　

来
訪
者
氏
名
・
年
齢
・
相
談
内

容
（
簡
単
に
）・
希
望
日
時
（
第

3
希
望
ま
で
）・
連
絡
先

②
教
育
相
談
員
と
調
整
後
、
決
定

日
時
を
追
っ
て
連
絡
し
ま
す
。

▼
相
談
・
問
い
合
わ
せ
先

　

教
育
振
興
部

　

☎
38
ー
１
７
５
３

ごみ収集のお知らせ上水道基本料金減免のお知らせ

お
知
ら
せ

『
水
が
生
き　

暮
ら
し
も
活
き
る

　

下
水
道
』

（
令
和
７
年
度
下
水
道
推
進
標
語
）

　

勝
央
町
で
は
、
１
０
０
％
の
人

が
下
水
道
を
使
え
る
状
態
に
な
っ

て
お
り
、
そ
の
う
ち
約
95
％
の
人

が
下
水
道
に
接
続
し
て
使
用
し
て

い
ま
す
。（
合
併
処
理
浄
化
槽
含

む
）

　

ま
だ
水
洗
化
さ
れ
て
い
な
い
ご

家
庭
は
、
１
日
も
早
く
下
水
道
に

接
続
し
、
次
世
代
に
美
し
い
自
然

を
引
継
ぎ
ま
し
ょ
う
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

上
下
水
道
部

　

☎
38
ー
３
１
１
７

９
月
10
日
は

下
水
道
の
日

▼
意
見
書
の
提
出

　

公
聴
会
で
意
見
を
述
べ
よ
う
と

す
る
人
は
、
意
見
書
を
縦
覧
期

間
中
に
縦
覧
場
所
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

※
公
聴
会
と
は
、
都
市
計
画
の
案

を
作
成
す
る
際
に
、
住
民
の
意

見
を
反
映
さ
せ
る
た
め
に
開
催

さ
れ
る
公
開
の
場
で
す
。

▼
公
述
人
の
選
定

　

意
見
書
を
提
出
し
た
人
が
多
数

の
場
合
は
、
公
述
人
の
人
数
ま

た
は
時
間
を
あ
ら
か
じ
め
制
限

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
原
案
に
関
係
の
な
い
意
見

は
述
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。

▼
公
聴
会
の
日
時
・
場
所

　

10
月
14
日
㈫

　

10
時
30
分
～

　

津
山
市
役
所
東
庁
舎
３
階

　

Ｅ
３
０
２
会
議
室

（
津
山
市
山
北
６
６
３
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

岡
山
県
土
木
部
都
市
局
都
市
計

画
課

　
（
岡
山
市
北
区
内
山
下

２
丁
目
４
番
６
号
）

　

☎
０
８
６
ー２

２
６
ー
７
４
９
２

　

産
業
建
設
部
建
設
班

　

☎
38
ー
３
１
１
３

※
縦
覧
期
間
中
に
意
見
書
の
提
出

が
な
か
っ
た
場
合
は
、
公
聴
会

は
中
止
さ
れ
ま
す
。
な
お
、
中

都
市
計
画
に
関
す
る
変
更
原
案
の

縦
覧
な
ど
に
つ
い
て

子
育
て
講
座
参
加
者
募
集
の

お
知
ら
せ

　

津
山
広
域
都
市
計
画
変
更
原
案

の
縦
覧
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、

意
見
書
の
受
付
を
行
い
ま
す
。

▼
縦
覧
期
間

　

９
月
５
日
㈮
～
19
日
㈮
の
開
庁

時
間
内

▼
縦
覧
場
所

　

岡
山
県
都
市
計
画
課
、
役
場
産

業
建
設
部
建
設
班
窓
口

　

子
育
て
・
孫
育
て
中
の
人
、
子

育
て
に
関
心
を
お
持
ち
の
人
、
す

で
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
中
の
人
、

一
緒
に
子
育
て
に
つ
い
て
学
ん
で

み
ま
せ
ん
か
。
今
回
は
お
子
さ
ま

と
一
緒
に
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。

▼
日　

時

　

９
月
11
日
㈭
10
時
～
11
時
30
分

▼
場　

所

　

総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

２
階
ホ
ー
ル

▼
テ
ー
マ

　
「
子
ど
も
の
発
育
に
適
し
た
お

も
ち
ゃ
の
選
び
方
・
遊
び
方
」

講
話
と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

▼
講　

師

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
０
ー
99
お
か
や
ま

お
し
え
て
ネ
ッ
ト

代
表　

洲
脇
美
智
子
先
生

▼
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

こ
ど
も
未
来
室

　

☎
38
ー
１
１
９
２

止
の
場
合
、
県
公
報
で
通
知
さ

れ
る
と
と
も
に
県
都
市
計
画
課

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
、
そ
の
旨
掲

載
さ
れ
ま
す
。

ナ
ラ
枯
れ
に
つ
い
て

　

ナ
ラ
枯
れ
は
、「
ブ
ナ
科
樹
木

萎
凋
（
い
ち
ょ
う
）
病
」
と
呼
ば

れ
、
体
長
５
㎜
ほ
ど
の
カ
シ
ノ
ナ

ガ
キ
ク
イ
ム
シ
を
媒
介
と
し
て
引

き
起
こ
す
広
葉
樹
の
伝
染
病
で

す
。

　

岡
山
県
北
部
の
市
町
村
を
中
心

に
被
害
が
拡
大
し
て
お
り
、
非
常

に
感
染
力
が
高
い
た
め
、
早
期
発

見
す
る
こ
と
が
感
染
拡
大
防
止
に

重
要
と
な
り
ま
す
。
次
の
よ
う
な

の
特
徴
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ナ
ラ

枯
れ
が
疑
わ
れ
ま
す
の
で
、
ご
連

絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
特　

徴

・
夏
か
ら
初
秋
に
か
け
て
、
被
害

木
の
葉
が
縮
れ
て
茶
褐
色
に
変

色
す
る
。

・
周
囲
の
木
が
落
葉
し
て
も
、
被

害
木
の
葉
は
落
ち
な
い
。

・
被
害
木
の
根
元
に
大
量
の
フ
ラ

ス
（
木
く
ず
と
糞
の
混
合
物
）

が
出
て
い
る
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

産
業
建
設
部

　

☎
38
ー
３
１
１
２
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◆◇◆◇◆ 各種無料相談のお知らせ ◆◇◆◇◆
　勝央町や近隣で開催される各種無料相談です。予約が必要な場合もありますので、詳しくはお問い合
わせください。

相談の種類 内　　　　　　容
問い合わせ

予約 日　　程 時　　間 相談場所

行政相談 行政相談員による行政全般に関する相談
税務住民部
38－3116

不要 9/10㈬ 10：00〜12：00 役場2階会議室

消費者相談 相談員による消費生活全般に関する相談
税務住民部
38－3116

要 9/16㈫ 10：00〜12：00
13：00〜15：00 消費者相談窓口（役場税務住民部）

公正証書作成相談 養育費でお悩みの人向けの電話での相談会
津山公証役場
22－5310

要 10/5㈰ ９：00〜16：00 津山公証役場（津山市上紺屋町１）

結婚相談
結婚支援員による相談受付
対象：結婚を希望する独身男女またはその家族
※随時相談を受け付けてますので希望の日時をお伝えください。 総務部

38－3111

要 随時 役場会議室

自
殺
予
防
週
間

悩
み
を
抱
え
る
人
が
、
周
り
の
誰

か
に
相
談
で
き
る
社
会
を
目
指
し

て
　

９
月
10
日
～
16
日
は
、
自
殺
予

防
週
間
で
す
。
家
族
や
職
場
な

ど
、
身
近
な
人
の
い
つ
も
と
は
違

う
行
動
に
気
づ
い
た
ら
、「
何
か

あ
っ
た
の
？
」
な
ど
声
を
か
け

て
、
話
を
聴
い
て
あ
げ
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
必
要
に
応
じ
て
、
専

門
家
に
相
談
す
る
こ
と
を
勧
め
て

あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

▼
相
談
窓
口

・
岡
山
い
の
ち
の
電
話
（
社
会
福

祉
法
人
岡
山
い
の
ち
の
電
話
協

会
）

　

☎
０
８
６
―２

４
５
―
４
３
４
３

（
24
時
間
）

・
＃
い
の
ち
Ｓ
Ｏ
Ｓ
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
自
殺
対
策
支
援
セ
ン
タ
ー
ラ

イ
フ
リ
ン
ク
）

　

☎
０
１
２
０
―０

６
１
―
３
３
８

　

毎
日
（
24
時
間
）

・
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
チ
ャ
ッ

ト
で
の
相
談
（
特

定
非
営
利
活
動
法

人
あ
な
た
の
い
ば

し
ょ
）

　

24
時
間
３
６
５
日
、
年
齢
や
性

別
を
問
わ
ず
、
誰
で
も
無
料
・

匿
名
で
利
用
で
き
る
相
談
窓
口

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
福
祉
部

　

☎
38
ー
７
１
０
２

「
暮
ら
し
と
こ
こ
ろ
の
相
談
会
」

▼
日　

時

　

９
月
20
日
㈯

　

10
時
～
16
時

▼
場　

所

　

津
山
市
総
合
福
祉
会
館

３
階
中
会
議
室

（
津
山
市
山
北
５
２
０
）

▼
相
談
料

　

無
料

▼
相
談
員

　

弁
護
士
、
司
法
書
士
、
社
会
福

祉
士
、
臨
床
心
理
士
な
ど

▼
相
談
内
容

　

借
金
、
労
働
、
介
護
、
相
続
、

こ
こ
ろ
の
悩
み
な
ど
、
あ
ら
ゆ

る
悩
み
に
各
種
専
門
家
が
無
料

で
相
談
に
応
じ
ま
す

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

岡
山
弁
護
士
会

　

☎
０
８
６
―２

２
３
―
４
４
０
１

　毎年９月24日から30日は結核・呼吸器感染症予防週間です。

　美作保健所勝英支所（美作市、勝央町、奈義町、西粟倉村）の結核罹患率はほぼ例年、全国や岡山県

の平均より上回っています。令和６年には７人が結核と診断されました。そのうち半数以上が65歳以上

の高齢者です。

　結核は、早期発見・早期治療で重症化や周囲への感染を防ぐことができます。

　「タンのからむ咳」「微熱・身体のだるさが２週間以上続く」「体重減少」「食欲がない」などの症状が

続く場合には結核かもしれないので、早めに病院で受診してください。特に高齢者の場合、結核の症状

が出にくいと言われているので、毎年、胸部Ｘ線検査を受けましょう。

保健所名
平成29年
（2017）

平成30年
（2018）

令和元年
（2019）

令和２年
（2020）

令和３年
（2021）

令和４年
（2022）

令和５年
（2023）

全　国 13.3 12.3 11.5 10.1 9.2 8.2 8.1
岡山県 11.1 9.9 9.8 8.1 9.8 7.9 7.4
勝　英 17.7 11.2 15.9 4.6 9.3 14.1 14.3

◆　結核罹患率の年次推移　◆

結核を正しく知ろう！
■問　健康福祉部　☎38-7102・美作保健所勝英支所　☎73-4054

news

お知らせ

読んでみんちぇ〜

岡山しょうおうチャンネル
byしょうおう志援協会

☎２０−１８１１
（ホームページアドレス　http://shoo-shien.com/）

◆勝央ふるさとミュージアムオープン協賛イベント
「コスプレ撮影会」を実施しました！◆　　　　

　７月19日、勝央ふるさとミュージアム（旧勝田郡役所庁舎）がリニューアルオープンすることに合わ

せて、コスプレ撮影会を開催しました。勝央ふるさとミュージアムのオープンセレモニー開始後、コス

プレ撮影会を開催。コスプレ撮影をされる方々は、イベント参加含め半年以上先の予定を調整し撮影に

挑まれます。間際の開催企画でしたが、岡山県内から３組のコスプレイヤー・カメラマン、岡山県内で

コスプレ企画をしている人など10人ほど来られました。

　参加された皆さんの評価も上々で、また企画して欲しいとの声もありました。「勝央ふるさとミュージ

アム」だけでなく「勝央こころざしシェアスペース」の和室や庭、「旧出雲街道」「下山本陣」「勝間田神

社」「真福寺」「ノースヴィレッジ」「勝央町武道館（養徳館）」などコスプレ撮影ができるスポットは多々

ありそうです。

　まずは第一歩として撮影会が開催できたことは良かったと思います。ちなみに、コスプレのハッシュ

タグは「＃かつこす」です！

　「行政相談月間」は、総務省が行政相談制度を広く国民の皆さまに利用していただくた
めに、全国一斉に実施しているものです。勝央町では、この月間行事の一環として、行政
相談所を次のとおり開設します。
▶相 談 日 時　９月10日㈬　10：00〜12：00
　　　　　　　　10月９日㈭　10：00〜15：00
▶場　　　　所　役場２階会議室
▶行政相談委員　岸本　收正・大谷　文子
　※ なお、総務省岡山行政監視行政相談センターでは、年間を通じてご相談をお受けして

います。
▶行政苦情110番　☎086－224－1100

９月・10月の２カ月間は「行政相談月間」です
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ＴＥＬ：３８−０２７０
開館時間：10：00〜18：00（※入館は17：30まで）

ホームページ：http://museum.town.shoo.lg.jp

ＴＥＬ：３８−０２５０
開館時間：10：00〜18：00

ホームページ：https://ilisod005.apsel.jp/shoo-lib/
休 館 日：9／1・8・16〜30 休 館 日：9／1・8・16・22〜30

びにきんちゃい
今月のお出かけ情報

【展示室・特別展示室】

・令和７年度 勝央美術文学館特別展
　　水嶋早樹作品展 未来の記憶

－ヒロシマ・ナガサキ・戦後80年－
（開催中〜９月15日㊊㊗）

　○入館料：一　般　　　　　　　500円

　　　　　　大学生・65歳以上　100円割引（要証明書提示）

　　　　　　高　校　生　以　下　無料

　　　　　　※ 障がい者手帳をお持ちの人および介助者１名

は無料（要証明書提示）

　　　　　　※20名以上の団体は２割引※割引の併用は不可

【町民ギャラリー１】入場無料

・はつ展。 （開催中〜９月７日㊐）
※最終日17：00まで

岡本綺堂顕彰事業

　第4回こども怪談コンクール

ぷちぶちこわいはなし

　ご応募ありがとうございました！

　６月号でご案内した第４回こども怪談コンクー
ルは、７月末に募集を締め切り、全国各地から
141点のご応募をいただきました。入賞者は、９
月中旬に勝央美術文学館のWebサイト内で発表
する予定です。
　このコンクールは、勝央町岡出身の出版人　岡
本経一の養父である岡本綺堂（劇作家、小説家）
を顕彰し、綺堂が子ども時代から数々の怪奇に触
れ「怪談」を心から愛したことになぞらえ、小中
学生を対象に「こわい
話」を募るコンクール
として創設したもの
で、子どもたちの創造
力を育む機会となるこ
とを目指しています。
　勝央美術文学館で
は、今回の「入賞作品
集」を10月中旬に発
行予定です。美術文学
館で配布しますので、
ぜひご一読ください。

『多動脳−ADHDの真実−』

　（アンデシュ・ハンセン　著・久山葉子　訳／

新潮社）

　発達障害の一種であ
る 注 意 欠 如・ 多 動 症
（ADHD）。 注 意 力 散
漫、移り気、そそっかし
い…なのにクリエイティ
ブで粘り強く、探究心旺
盛でハイパーフォーカス
能力があったりする。

　「誰でも多かれ少なかれADHDの傾向を持って
いる」と語る精神科医の著者。
　人類の進化において、なぜADHDという能力
が残ったのか…その謎と、「弱点」が「能力」に
なる〈強み〉がわかりやすく解説された１冊です。

一 般 書
・『独断と偏見』　　　　（二宮和也　著／集英社）
・『麴づくりと発酵しごと－麴、味噌、醬油、

甘酒、酒種パン、発酵調味料のレシピ－』
　（なかじ　著／農山漁村文化協会）

・『不機嫌ばかりな私たち』
　（渡辺満里奈　著／講談社）

児 童 書
・『くじらのいるこみち』
　（塩野米松　文・はたこうしろう　絵／

農山漁村文化協会）

◆蔵書点検のお知らせ

▶期間　９月22日㈪〜10月１日㈬
　上記の期間、蔵書点検のため休館します。ご不
便をおかけしますが、ご理解とご協力をお願いし
ます。
◆ハロウィンイベントのお知らせ

　来館者全員にハロウィンミニ工作キットをプレ
ゼント。さらに、仮装して来館し、本を借りた人
に雑誌の付録をプレゼント。（付録プレゼントは
なくなり次第終了です）
▶期間　10月２日㈭〜31日㈮岡本綺堂（55歳）

出典：TOOLi

勝央町介護予防事業　めざせ！いきいき地域活動通信

９月は世界アルツハイマー月間
Vol.92

認知症理解促進講座（映画上映会）
「ぼけますから、よろしくお願いします。

～おかえりお母さん～」

日　時　９月７日㈰

　　　　14：00〜16：00（開場13：30）

場　所　勝央文化ホール

入場料　無料

その他　申込不要

９月は勝央町認知症月間
認知症について知りましょう！

　勝央町では、認知症とともに地域でいきいきと暮らすことを目標に、更なる認知症理解を深めていく

取り組みを行っています。一部をご紹介します。

畑屋ふれあいの会の皆様と認知症サポーター養成講座を実施しました

　「認知症は性格や気質ではなく病気とわかった。本人の気持ちに寄り添ってゆっくりと話を聞くことが

大切。家族のみならず、本人も大変」「関わり方次第で本人も家族も安心して地域で過ごせることが理解

できた」といった感想をいただきました。

認知症サポーター

養成講座とは？

認知症について正しく理解し、認知症の人とその家族を温かく見守り、支援する

サポーターを養成する講座です。

企業・団体などで養成講座を希望する場合：問い合わせ先へ

認知症について

知るために

勝央町内には認知症カフェ（認知症の知識を得たり、予防したり、相談ができる

場所）が４カ所あります。毎月開催しています。

詳細：広報紙折り込みチラシ（３カ月に１度折込）または問い合わせ先へ

　65歳以上の高齢者では４人に１人以上が

認知症または軽度認知障害を発症すると言わ

れています。（令和４年時点推計値）

　大切な家族や友人、近所の人、誰にとって

も認知症は身近になってきています。

　誰もが認知症を他人事ではなく、自分事と

してとらえ、認知症を知ることが大切です。

◆相談・問い合わせ先　勝央町地域包括支援センター　☎38－3028

認知症サポーターキャラバン
マスコットキャラクター

ロバ隊長
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えーがん♥勝央写真館

～読者が撮る身近な写真をお届けします～

次は10月号です。皆さんの「秋の訪れ」をテーマにした
写真を大募集！作品は広報紙面で紹介しま
す。テーマ以外でも人・モノ・風景・ペット
まで、ジャンルや撮影時期は問いませんので
投稿をお待ちしています！
問：総務部　☎38－3111

【投稿フォーム】

天神祭恒例

常会の仲間で毎年展示をしていま
す。今年はミャクミャク！

七区東常会（勝間田）

初めての川遊び

生まれて初めて川遊びをしまし
た。怖がりながらも時間が経てば
ご覧のとおり！

ちーちゃん（岡）

夏の風物詩

勝央北小付近の日吉神社参道に
て、カブトムシのパーティーナイ
トでした。

トリクイタイ（植月東）

おかやまファーマーズ・マーケット  ノースヴィレッジ

9月21日㈰ 9：00～14：00
場所：ノースヴィレッジ駐車場

新鮮な農産物や特産加工品など各種ありますよ。

たくさんのご出店・ご来場をお待ちしています。

連絡先：ノースヴィレッジ事務所　☎38-1234

ファーマーズ朝市

開園時間　9：00〜17：00
電話番号　３８−１２３４

休 園 日　9／3・10・17・24
ホームページ　http://www.alis-nv.com

びにきんちゃい
今月のお出かけ情報

　夏休みも明け、夏のにぎわいが落ち着き、朝夕
の風に少しずつ秋の気配を感じるようになりまし
た。屋外での散歩はもちろん、ロッジや屋内キャ
ンプでのご宿泊も、より過ごしやすく快適な時期

です。
　夏の疲れを癒しながら、ほっと一息つける場所
として、ぜひ大切な人と一緒にご来園ください。
　今月も皆さまを心よりお待ちしております。

《勝央町の秋の恵み！ぶどう販売中！》
　ぶどうの名産地 ・ 
岡山県の中でも、勝
央町はおいしいぶど
うの産地として知ら
れ て い ま す。 入 口
ゲート右側のロード
サイドマーケットで
は、新鮮なぶどうを
ただいま販売中で
す！
　 ピ オ ー ネ・ 巨 峰 
・マスカットなど、
品種ごとに異なる甘
みや香りを楽しめる
のも、この時期なら
ではの贅沢。
　晴れの国 ・岡山の太陽をたっぷり浴びて育っ
た旬の果実を、ぜひご家庭で味わってみてくださ
い。おやつに、お土産に、ちょっとした贈り物に
もおすすめです。
　数量限定となりますので、お求めはお早めにど
うぞ♪

《ぶどうトレッキング》
　にんにんホースス
クールでは馬のボロ
（フン）を肥料に使っ
た「ウマスカット（シャ
インマスカット）」を
作っています。そのぶ
どうをノースヴィレッ
ジから、ブドウ畑まで
馬に乗って採りに行
く「ぶどうトレッキン
グ」を行っています。
　馬の頭数とぶどうの
収穫数の合計が体験料
金となり、馬１頭につき6,000円、ぶどう１房に
つき1,500円です。馬に乗ることができるのは小
学生以上で、同時に３頭まで行くことができま
す。所要時間はトレッキング40分、摘み取り体
験10分の計50分で、８月下旬頃から開始予定で
す。のんびりと馬で歩きますので、初めて馬に乗
る人でも参加ＯＫ！
　馬とぶどうの異色のコラボ！予約制ですので、
にんにんホーススクールまでご連絡お待ちしてお
ります。

【問い合わせ先】
　にんにんホーススクール　☎38－7558

今月の

イチオシ
！

小
山
町
訪
問
記

10
年
ぶ
り
３
回
目
の
訪
問

勝
央
金
時
太
鼓

　

勝
央
金
時
太
鼓
は
、
７
月
25
日
か
ら
２
泊

３
日
の
日
程
で
、
姉
妹
町
静
岡
県
小
山
町
の

「
第
61
回
小
山
町
富
士
山
金
太
郎
夏
ま
つ

り
」
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

初
日
は
小
山
町
到
着
後
、
浅
間
神
社
に
参

拝
し
て
か
ら
ま
つ
り
会
場
へ
。「
和
太
鼓
組

駿
河
乃
國
鼓
太
郎
」
の
皆
さ
ん
の
お
出
迎
え

を
受
け
て
、
リ
ハ
ー
サ
ル
を
行
い
ま
し
た
。

リ
ハ
ー
サ
ル
後
は
「
大
富
士
公
時
太
鼓
保
存

会
」「
一
色
太
鼓
保
存
会
」
も
加
わ
り
、
交

流
会
。
10
年
ぶ
り
の
再
会
を
果
た
し
、
太
鼓

談
議
に
花
を
咲
か
せ
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
、
ま
つ
り
本
番
で
す
。
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
で
、
小
山
町
の
太
鼓
グ
ル
ー
プ
の
合

同
演
奏
に
続
い
て
勝
央
金
時
太
鼓
の
演
奏
。

「
那
岐
お
ろ
し
」
を
演
奏
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
２
回
目
の
ス
テ
ー
ジ
で
は
、「
金

太
郎
囃
子
」・「
跳
流
」・「
疾
走
」
の
３
曲
を

演
奏
し
て
、
フ
ィ
ナ
ー
レ
は
、
鼓
太
郎
と
の

コ
ラ
ボ
演
奏
で
締
め
く
く
り
ま
し
た
。
鼓
太

郎
さ
ん
と
は
、
勝
央
金
時
太
鼓
の
30
周
年
記

念
コ
ン
サ
ー
ト
（
Ｈ
28
）
で
共
演
し
た
こ
と

も
あ
り
、
息
も
ぴ
っ
た
り
。
姉
妹
町
の
太
鼓

チ
ー
ム
同
士
、
演
奏
を
通
し
て
交
流
を
深
め

ま
し
た
。

　

最
終
日
は
、
今
回
は
じ
め
て
足
柄
地
区
に

あ
る
金
時
神
社
を
参
拝
し
ま
し
た
。
神
社
に

は
、
鼓
太
郎
の
皆
さ
ん
も
お
見
送
り
に
来
て

く
だ
さ
り
、
３
日
間
の
行
程
を

終
え
帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。

　

勝
央
金
時
太
鼓
は
、
令
和
８

年
度
で
創
設
40
周
年
を
迎
え
ま

す
。
今
回
の
小
山
町
訪
問
で

は
、
霊
峰
富
士
か
ら
英
気
を
い

た
だ
き
、
小
山
町
の
太
鼓
の
皆

さ
ん
と
の
交
流
を
通
し
て
、
大

き
な
刺
激
を
受
け
、
40
周
年
に

向
け
て
良
い
ス
タ
ー
ト
が
切
れ

た
と
思
い
ま
す
。
今
後
も
姉
妹

町
の
太
鼓
団
体
同
士
、
お
互
い

切
磋
琢
磨
し
な
が
ら
更
に
交
流

を
深
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。（

勝
央
金
時
太
鼓
保
存
会
）
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勝
央
町
の
歴
史
を
語
る
会
は
、
高
齢

者
が
若
者
に
歴
史
を
伝
え
る
会
を
作
っ

て
欲
し
い
と
の
要
望
に
応
え
令
和
元
年

に
美
野
地
区
（
故
、丸
尾
定
次
氏
）
が
、

上
香
山
地
区
（
石
原
敬
一
氏
）
に
応
諾

を
得
て
会
員
を
募
り
、
木
村
泰
二
会
長

を
は
じ
め
と
し
た
会
員
10
人
で
発
足
し

ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
活
動
の
で

き
な
い
中
で
し
た
が
、
令
和
２
年
９
月

の
第
３
回
目
の
発
表
会
の
よ
う
す
は
、

山
陽
新
聞
に
て
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し

た
。

　

文
化
協
会
の
加
入
は
、
文
化
財
保
護
委
員
長
の
赤
木
氏
の
「
金
時

伝
、
紫
雲
山
活
動
に
つ
い
て
」
が
き
っ
か
け
で
、
令
和
３
年
９
月
に

入
会
し
ま
し
た
。
勝
央
町
特
色
あ
る
地
域
づ
く
り
事
業
の
活
用
も
さ

せ
て
い
た
だ
き
、
ま
た
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
、
水
谷
氏
の
入
会
も

あ
り
故
郷
の
再
発
見
と
愛
着
を
深
め
て
い
ま
す
。

　

現
在
の
会
員
は
15
人
で
、
毎
月
第
２
木
曜
日
に
勝
央
町
公
民
館
で

定
例
会
（
座
学
＆
現
地
視
察
）
を
行
っ
て
い
ま
す
。
会
員
が
地
域
の

ロ
マ
ン
あ
ふ
れ
る
歴
史
（
言
い
伝
え
な
ど
）
を
和
気
あ
い
あ
い
と
話

し
て
い
ま
す
。
会
員
の
入
れ
替
わ
り
も
あ
り
ま
す
が
、
後
世
に
伝
え

て
い
く
こ
と
が
貴
重
な
こ
と
と
思
い
、
発
足
者
の
思
い
を
継
承
し
活

動
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
か
ら
役
員
も
新
し
く
な
り
、
町
外
の
人
も
入
会
さ
れ
て
い

ま
す
。
興
味
の
あ
る
人
は
、
ぜ
ひ
入
会
し
て
く
だ
さ
い
。

（
勝
央
町
の
歴
史
を
語
る
会　

酒
本　

敏
明
）

部
会
紹
介

勝
央
町
の
歴
史
を
語
る
会

◆詳細・問い合わせ先
　年金加入者ダイヤル（☎0570－003－004）
　津山年金事務所（☎31－2360）
　税務住民部年金担当（☎38－3116）

■町社会福祉協議会へ

◇黒　坂　下山　泰範（亡父　忠良）
　　高取老人クラブさつき会にも

◇勝間田　杉原　恵美（亡父　重毅）

◇黒　坂　山﨑　一吉（亡妻　洋子）

◇為　本　泉　　信彦（亡母　三千子）

◇石　生　山下　英子（亡夫　美由紀）

◇福　吉　大谷　哲司（亡父　省介）
　　高取老人クラブさつき会、福吉地区にも

◇植月北　三浦　英紀（亡大叔母　ともゑ）

国
民
年
金

だ
よ
り

ご寄付ありがとうございました
（敬称略）

文 化 協 会 だ よ り

「
ス
ポ
ク
ラ
勝
央
」
だ
よ
り
Vol.89

◆
登
山
参
加
者
募
集

日
本
百
名
山
・
白
山
登
山
◆

　

先
月
に
引
き
続
き
登
山
参
加
者
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
参
加
を
ご
希
望
の
場

合
、
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

▼
日　

程

　

９
月
26
日
㈮
～
28
日
㈰〈
２
泊
３
日
〉

・
１
日
の
歩
行
距
離
：
約
６
㎞

・
所
要
時
間
：
登
り
約
６
時
間

　
　
　
　
　
　

下
り
約
４
時
間

　

事
前
お
試
し
登
山
を
９
月
７
日
㈰
に

那
岐
山
で
行
い
ま
す
。
こ
ち
ら
も
参
加

者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

※
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
、
勝
央

町
健
康
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
ま
で
。

※
健
康
状
態
な
ど
に
よ
り
、
参
加
を
お

断
り
す
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。
あ

ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

◆
新
任
理
事
あ
い
さ
つ
◆

　

は
じ
め
ま
し
て
。
こ

の
た
び
勝
央
町
健
康
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
理
事

を
務
め
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
、
大
谷
久
子
で
す
。

　

３
年
前
、「
な
に
か
い
い
こ
と
が
し

た
い
」
と
Ｕ
タ
ー
ン
し
て
起
業
し
ま
し

た
。
自
分
の
ス
キ
ル
を
活
か
し
、
勝
央

町
の
健
康
づ
く
り
や
居
場
所
づ
く
り
に

貢
献
で
き
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

感
性
を
育
む
企
画
や
五
感
を
使
っ
た

交
流
の
場
も
つ
く
っ
て
い
け
た
ら
嬉
し

い
で
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　

こ
の
度
お
声
が
け
を

い
た
だ
き
、
新
理
事
に

就
任
し
ま
し
た
北
池
龍

一
で
す
。

　

や
り
た
い
こ
と
の
案
は
た
く
さ
ん
あ

り
ま
し
た
が
、個
人
で
は
な
か
な
か
実
行

に
移
せ
ず
に
い
た
と
こ
ろ
、こ
の
よ
う
な

ご
縁
を
い
た
だ
き
ま
し
て
感
謝
し
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
と
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト

を
企
画
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
ご
家
族

皆
さ
ま
で
ご
参
加
い
た
だ
け
た
ら
嬉
し

い
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

　

勝
央
町
健
康
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

　

☎
38
ー
７
１
２
３

▼
メ
ー
ル

sh
o

o
_ke

n
ko

sp
o

rtsclu
b

@

la
g
o

o
n
.o

cn
.n

e
.jp

ス
ポ
ー
ツ
の
結
果　
（
敬
称
略
）

町
民
球
技
大
会
結
果　
（
敬
称
略
）

◇
第
54
回
美
作
地
区
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
柔
剣

道
大
会
（
７
／
21
勝
央
町
）

柔
道
競
技

【
個
人
戦
】

（
小
学
生
５
・
６
年
生
女
子
の
部
）

　

第
３
位　

根
本　

咲
菜

（
中
学
生
２
・
３
年
生
男
子
の
部
）

　

第
３
位　

根
本　

拓
夢

【
団
体
戦
】

（
中
学
生
の
部
）

　

第
３
位　

勝
央
中
学
校

剣
道
競
技

【
団
体
戦
】

（
小
学
生
の
部
）

　

第
３
位　

養
徳
館
道
場
Ａ

（
中
学
生
の
部
）

　

第
３
位　

養
徳
館
道
場
Ａ

【
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
】

　

優　

勝　

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

　

準
優
勝　

Ｌ
ｏ
ｖ
ｅ
ｌ
ｙ`

ｓ

　

第
３
位　

Ｋ
Ｔ
Ｒ

【
硬
式
テ
ニ
ス
】

男
子
ダ
ブ
ル
ス

　

優　

勝　

釘
崎　

貴
典　

豊
國　

想
太

　

準
優
勝　

重
年　

勇
二　

國
政　
　

聡

　

第
３
位　

明
石　

惠
将　

衣
旗　

孝
文

ミ
ッ
ク
ス
ダ
ブ
ル
ス

　

優　

勝　

橋
野　

育
代　

八
木　

栄
一

　

準
優
勝　

竹
内　

恵
子　

佐
竹　

三
男

　

第
３
位　

坂
本
佳
世
子　

峠　

日
出
男

【
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
】

男　

子

　

優　

勝　

延
原　

海
人　

岡
本　

隆
志

　

準
優
勝　

原
田　

隆
行　

岸
本　

祐
斗

　

第
３
位　

長
瀨　

大
樹　

竹
下　

翔
琶

女　

子

　

優　

勝　

山
下　

優
菜　

日
下　

笑
花

　

準
優
勝　

一
岩　

咲
綾　

高
田　

悠
愛

　

第
３
位　

森
原　

真
佑　

小
坂
田
有
衣

【
野　

球
】

　

優　

勝　

笑
王
男
Ｄ`

ｓ

　

準
優
勝  

ラ
ブ
リ
ー
ズ

　

第
３
位  

メ
リ
ケ
ン
ズ

【
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
】

　

優　

勝　

山
下　

恭
子

　

準
優
勝　

岸
本　

佑
介

　

第
３
位　

武
地　

史
朗

【
卓　

球
】

女
子
団
体

　

優　

勝　

さ
と
う
記
念
病
院

　

準
優
勝　

勝
央
ク
ラ
ブ

　

第
３
位　

勝
央
中
学
校
Ａ

　
　
　
　
　

混
合
選
抜

男
子
ダ
ブ
ル
ス

　

優　

勝　

原
田　

隆
博　

中
西　
　

治

　

準
優
勝　

板
倉　

卓
也　

鳥
家　

浩
二

　

第
３
位　

相
馬　

明
彦　

丸
尾　

健
太

　
　
　
　
　

井
堀　

春
彦　

清
水　

皇
佑

男
子
個
人

　

優　

勝　

板
倉　

卓
也

　

準
優
勝　

丸
尾　

健
太

　

第
３
位　

井
堀　

春
彦

　
　
　
　
　

板
倉　

大
典

女
子
個
人

　

優　

勝　

植
月　

節
子

　

準
優
勝　

萬
代
さ
く
ら

　

第
３
位　

檜
尾　

敏
子

　
　
　
　
　

藤
本　

和
世

【
サ
ッ
カ
ー
】

　

優　

勝　

み
な
様
の
お
か
げ

　

準
優
勝　

教
育
的
指
導
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド

　

第
３
位　

Ｕ
Ｓ
Ｓ

　老齢基礎年金は支払った保険料に
応じて受け取れます。
　また、保険料に加えて月額400円
の付加保険料を納めると、老齢基礎
年金とあわせて付加年金を受け取れ
ます。
※ 老 齢 基 礎 年 金 の 年 額 は 満 額

831,700円です（令和７年度）。
　（昭和31年４月１日以前に生まれた人の老齢基礎

年金は、年額829,300円です）
◆付加年金を納付できる人
　・国民年金第一号被保険者
　・任意加入被保険者（65歳未満の人）
◆付加年金額（年額）は「付加保険料納付月数×

200円」です。
（例）
　20歳から40年間で納める付加保険料の合計額
　　192,000円（480月×400円）
　65歳から１年間に受けとる付加年金額
　　96,000円（480月×200円）
◆付加保険料を納めるには申し込みが必要です。な

お、付加保険料の納付は、申し込みをした月分か
らとなります。

老齢基礎年金に上乗せできる
付加年金制度があります

2025.9月号 162025.9月号17
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ょ
う
お
う

広報

あ
と
が
き

勝

命

央
町
役
場
前
販
売
実
習勝間

田
高
校

を
つ
な
ぐ

勝
央
北
小
学
校

こ

　

今
年
は
、
広
島
・
長
崎
に
原
爆
が
投

下
さ
れ
、
第
２
次
世
界
大
戦
終
戦
を
迎

え
て
か
ら
80
年
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の

大
戦
で
の
日
本
人
の
死
者
数
は
、
軍
人

と
民
間
人
合
わ
せ
て
約
３
１
０
万
人
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
昨
年
の
日
本
全
体

の
出
生
者
数
が
68
万
人
で
あ
っ
た
こ
と

を
考
え
る
と
そ
の
戦
禍
の
大
き
さ
を
感

じ
ま
す
。
ま
た
、
終
戦
時
に
成
人
を
迎

え
て
い
た
大
正
以
前
に
生
ま
れ
た
人

は
、
35
万
人
と
人
口
の
０
・
３
％
を
割

り
込
み
、
戦
争
を
実
体
験
と
し
て
話
せ

る
人
の
減
少
も
平
和
維
持
へ
の
課
題
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

勝
央
美
術
文
学
館
で
は
、
９
月
15
日

ま
で
町
内
在
住
の
作
家
水
嶋
早
樹
氏
に

よ
る
特
別
展
「
未
来
の
記
憶
―
ヒ
ロ
シ

マ
・
ナ
ガ
サ
キ
・
戦
後
80
年
―
」
が
開

催
中
で
す
。
半
世
紀
以
上
に
わ
た
り
、

広
島
・
長
崎
へ
の
原
爆
投
下
を
テ
ー
マ

に
作
品
を
紡
い
で
来
ら
れ
た
画
家
さ
ん

で
す
。
い
か
に
戦
争
が
辛
く
苦
し
い
も

の
か
を
知
り
、
そ
し
て
平
和
へ
の
願
い

を
新
た
に
す
る
機
会
と
し
て
作
品
展
を

訪
れ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

す
。
今
回
は
、
自
分
た
ち
が
製
造
し
た

商
品
を
販
売
し
、
直
接
お
客
さ
ま
の
ご

意
見
を
お
聞
き
す
る
機
会
を
得
て
、

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
や
接
客
・
販
売
に
つ

い
て
の
学
び
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
ま
た
、お
客
さ
ま
の
笑
顔
や
「
お

い
し
い
！
」
と
い
っ
た
言
葉
に
直
接
触

れ
る
こ
と
で
、
自
ら
の
学
び
に
喜
び
や

誇
り
を
持
つ
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま

す
。

　

本
校
の
販
売
実
習
に
ご
協
力
く
だ

さ
っ
た
皆
さ
ま
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
勝
間
田
高
校
は
、
地
域
と
共

に
子
ど
も
た
ち
を
育
み
、
地
域
と
共
に

発
展
す
る
学
校
と
し
て
歩
ん
で
ま
い
り

ま
す
の
で
、
今
後
と
も
ご
理
解
・
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

勝
央
北
小
学
校
で
は
、
毎

年
６
月
に
Ｐ
Ｔ
Ａ
主
催
の

救
急
法
講
習
会
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
保
体
部
が
中
心

と
な
っ
て
計
画
し
、
津
山
圏

域
消
防
組
合
の
方
を
講
師

に
お
迎
え
し
て
、
心
肺
蘇
生

法
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
方
法

な
ど
を
学
ん
で
い
ま
す
。

　

以
前
は
、
夏
休
み
に
Ｐ

Ｔ
Ａ
に
よ
る
プ
ー
ル
開
放

が
あ
り
、
保
護
者
が
監
視
を

担
当
す
る
こ
と
も
多
く
、
万

が
一
に
備
え
て
講
習
を
受

け
て
お
り
ま
し
た
。
現
在
、

プ
ー
ル
開
放
は
行
わ
れ
て

い
ま
せ
ん
が
、
山
や
海
で
の

　

本
校
の
食
品
コ
ー
ス
で
は
、
安
全
・

安
心
で
美
味
し
い
食
品
の
製
造
か
ら

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
販
売
ま
で
、
食
の

ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
と
し
て
６
次
産
業
化

も
踏
ま
え
た
学
び
に
取
り
組
ん
で
い
ま

夏
の
レ
ジ
ャ
ー
や
近
年
の

酷
暑
の
中
で
の
ス
ポ
ー
ツ

活
動
な
ど
、
事
故
の
リ
ス
ク

は
身
近
に
あ
り
ま
す
。
そ
の

た
め
、
命
を
守
る
た
め
の
知

識
と
心
構
え
を
持
つ
こ
と

が
大
切
で
、
多
く
の
人
が
意

識
を
高
く
持
ち
参
加
い
た

だ
き
有
意
義
な
機
会
と
な

り
ま
し
た
。

　

今
や
至
る
と
こ
ろ
で
見

か
け
る
Ａ
Ｅ
Ｄ
で
す
。
使
う

機
会
が
な
い
こ
と
が
一
番

で
す
。
物
の
準
備
だ
け
で
な

く
心
の
準
備
も
整
え
て
、
安

心
し
て
活
動
に
取
り
組
ん

で
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

７
月
15
日
正
午
か
ら
役
場
前
で

本
校
食
品
コ
ー
ス
の
生
徒
が
販
売

実
習
を
行
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
夏
ら
し
い
青
空
の
下
、

開
始
前
か
ら
多
く
の
人
に
お
並
び

い
た
だ
き
、
生
徒
が
製
造
し
た
酸

乳
、
肉
味
噌
（
鶏
・
豚
・
牛
）、
味

噌
（
麦
・
米
）
イ
チ
ゴ
ジ
ャ
ム
を

ご
購
入
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
ま
た
、

酸
乳
の
試
飲
も
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
暑
い
中
で
適
度
な
甘
さ
と

さ
わ
や
か
な
酸
味
の
冷
た
い
酸
乳

の
試
飲
は
、
好
評
の
よ
う
で
し
た
。

役場前での販売実習のようす

心肺蘇生法を学ぶようす

スマホ首になると
つらい

　安心ネットづくり促進協議会が実
施した、『子どもにインターネット
を利用させるうえで不安に思ってい
ることは何？』というアンケートで
「目や姿勢などの身体・運動機能の
発達」への不安が高い傾向にありま
した。発達途中の子どもたちの身体
への負担や影響、気になって当然で
す。
　そこで、日常から子どものスマホ
利用時の姿勢に気を配ることで、子
どもの健康を守ることができること
を一つ紹介します。
　人の頭はとても重いため、電子機
器などの長時間利用による負担か
ら、肩や首を痛めてしまう人も少な
くありません。スマホを利用する
時、前かがみの姿勢（猫背）になった
り、寝そべった姿勢になったりする
のを見たら、一言声掛けをして、正
しい姿勢をとるよう優しく促してみ
てください。正しい姿勢で利用する
ことを意識づけ、悪い姿勢の習慣化
の防止を日頃から注意しましょう。
　いかがですか。子どもだけでなく
大人も頭に入れておくと、社会で言
われている『スマホ首』の防止につ
ながるかもしれません。

（教育委員会）
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人口

世帯数

と

令和７年８月１日現在

人　口　10,659人
（－６）

　　　　男　5,145人
　　　　女　5,514人

世帯数　4,805世帯
（－10）

※（　）内は前月比


